早稲田の杜 通信　　　　　２０２５年１０月号　
暑さ寒さも彼岸までという言葉に期待しながらも、この暑さがどこまで続くのか、先の読めない日々が続いております。この暑さが収まってやれやれと思えた先には、秋が、サトウハチローの詩にあるような
小さい秋で終わってしまい、厳しい寒さの冬が始まるのではと不安がつのります。
秋というと、教科書にも出てくる有名な和歌、古今和歌集、秋歌上の巻頭歌でもある藤原敏行の
　　　秋来ぬと目にはさやかに見えねども風の音にぞおどろかれぬる
が浮かんできます。

　この歌にある「風の音」という表現が素晴らしいと思いつつも、秋の風の音とはどんなものか、秋の風に音があるのかいつも不思議に思え、どうしたら感じ取れるのだろうと自問自答してしまいます。
　塾生たちと百人一首の話をするときがあるのですが、どんな歌を知っているのか尋ねると、一番多くの答えとして返ってくるのが、
　　　　秋の田のかりほの庵の苫（とま）をあらみわが衣手（ころもて゛）は露にぬれつつ
　という天智天皇の和歌です。百人一首巻頭にある和歌なので何度も耳にし、なじみ深いので、真っ先に浮かんでくるのではと思われます。和歌を横書きにすることにやや抵抗を感じますが横書きにしてもよさはしっかり伝わります。読書の秋、和歌や短歌に親しむとともに、自分で作ってみるのもおすすめです。
二学期が始まり、あっという間に一ヶ月が過ぎてしまいました。行事日程に左右されるせいか、９月中旬には中間テストが終わった中学校もあり、指導がせっかちになる不安がぬぐえません。
塾生達の勉強の取り組み方で気がついたことがいくつかあります。一番目立つのは、取り組みが短絡的だと思えることです。ただ問題をやり進めるだけで書かれている説明などをじっくりと読みこんでいないケースです。間違えた問題に赤鉛筆などで直しを入れるだけで、再度解いてみることをせず終わりとする人が目立ちます。これでは不完全で、定着せず、しばらくすると同じ間違いを繰り返してしまいます。
私が、中学の数学で最初に壁にあたったのが方程式の応用問題でした。通過算など速さの問題、食塩水や割合に関する問題、仕事算や時計の旅人算など、今よりも複雑で厄介な問題が多数ありました。
試験前、全ての問題を解いていき、間違えた問題にチェックを入れ解き方をしっかり読んだ後、それらの問題をやり直し、再び間違えた問題をさらにやり直し、全部解けるようになった段階で、再度全ての問題を解き直しました。気がつけば夜が明けていて、初めての徹夜でした。
それ以後、方程式応用問題のパターンはほぼ身につき、ほとんど苦にならず、解けるようになりました。
英語では、文の構造を覚えるために、文章を頭で覚えた後、何度も書いて確認しました。英単語も手が覚えこむまで書き込みました。手を動かし手に覚えこませるというのは、全ての科目にあてはまる勉強の基本だと思います。頭でわかっただけではわかったつもりになったにすぎず、定着できていないケースが多いと言えます。ただ理・社などのワーク演習の場合、自分の立ち位置（例えばテストまでの時間に余裕があるかないか）で変わってきます。時間がない時は別として、時間の許す限り、答えを書き込む前に一通り問題にあたり、覚えた後でワークに取り組むことです。定着度が格段に高まる、より効果的な学習法です。
